
偕楽公園
Kairaku Park

偕楽公園（県道津関線沿線）
分類 津市指定史跡名勝
所在地 日本

三重県津市広明町
座標 北緯34度43分54秒

東経136度30分24秒
面積 6.50ha
設備・遊具 ブランコ、すべり台、国鉄D51

形蒸気機関車等
駐車場 あり
バリアフリー あり
告示 1859年（安政6年）

偕楽公園

出典: フリー百科事典『ウィキペディア（Wikipedia）』

偕楽公園（かいらくこうえん）は三重県津市内、近

鉄・JR・伊勢鉄道津駅近くにある公園。津偕楽公園と

も称する。

津藩第11代の藩主､藤堂高猷（たかゆき）が1859年

（安政6年）につくった別荘「御山荘」（ござんそ

う）を起源とし、自然そのままの起伏に池や橋､岩を

配して回遊路がつけられている｡四季おりおりの彩り

が美しく､ことに古くからミツバツツジの名所として

知られる｡
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公園内設置の案内板によると、もともとは津藩の鷹狩

り場の休憩用の御殿が建てられていた場所で、承応年間（江戸時代、1652年～1655年）に藩士の労苦をね

ぎらうために分与されたという。

その後、11代藩主藤堂高猷が家臣からこの土地を買収して御山荘を建てた、この際園内に「偕楽園」の額

が掲げられたことから、後の時代に公園名として採用された。

廃藩置県以後に国有化され、荒廃したものの、1877年（明治10年）に「三重県公園」として整備しなおさ

れ、津市民をはじめ、広く三重県民のいこいの公園となった。

1963年（昭和38年）8月5日には津市指定史跡名勝になった。

公園として遊具が設置されているほか、常夜灯や碑、古墳などの歴史的な記念物も多数見られる。また、
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デゴイチの名で親しまれている国鉄D51形蒸気機関車が

静態保存されている。

公園の北東端には三重県立博物館があったが、三重県総

合文化センター隣接地に三重県総合博物館として移転開

館した。また、かつては園内に三重県立図書館もあった

が、同じく県総合文化センター内に移転している。

◾ 津市観光協会-レジャー-津偕楽公園 
(http://www.tsukanko.jp/leisure/index.html)

◾ 津偕楽公園の観光施設・周辺情報-観光三重 
(http://www.kankomie.or.jp/db/result.php?
id=3562)

「https://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=偕楽公園&oldid=61574071」から取得

最終更新 2016年10月18日 (火) 05:49 （日時は個人設定で未設定ならばUTC）。

テキストはクリエイティブ・コモンズ 表示-継承ライセンスの下で利用可能です。追加の条件が適用され
る場合があります。詳細は利用規約を参照してください。

地理院地図 

(https://maps.gsi.go.jp/#9/34.731712/136.506667/) 

Googleマップ (https://www.google.co.jp/maps?

z=11&ll=34.731712,136.506667&t=h)

偕楽公園の位置 

園内にあるデゴイチ
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